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1．は じめ に

　木 造建 物 は 、こ れ ま で 地震に よ っ て 、多大な被害 を被 っ

て きた。近 年 に お い て も、兵 庫県 南部 地 震 、鳥取 県西 部

地震、芸予 地 震 に よ り、木造建 物 は 多大 な被害を受 け て

い る。地震被害は、地震動特性、表 層 地 盤 の 地震 動 増幅

特性 、 木造建物 の 耐震 性能の 違い に よっ て その 様相は異 な

る が、そ れ らが 木造建物被害 に与え る影 響 度に つ い て は、
必ず しも明確 に され てい ない

。 本研究で は、入 射地震動特

性、表層地盤 の 地震動増幅特性が、木造建物 の 応 答 ・被
害に 及ぼす 影響 と、建物の 耐 震性 能に よ る被害 の 違い に っ

い て 検尉 す る。な お、木 造建 物応答 を評価する際、各影 響

要因や影響度の 評価を容易 とす るた め に、簡 略 的評 価 手 法

を提 案 し、考察を行 な う。

2．木造建物応答の簡略評価手法

2．1 簡 略評価手 法 の 概要

　木造建物応答の 簡略評 価手 法 で は 、 そ の 概要を 図 1 に

示 す 様 に 、 表層 地 盤 と木造建物 を 簡略的 にモ デル 化 す

る。すな わ ち、地 盤 は一
様 な表層 地盤 と表層地盤 下層 の

2層地盤 モ デル 、木造建物は 1質点系 モ デル で 表 わ す。表

層地盤 の 応答、お よび木 造建 物 の 応答は 、 各表層地盤下 層

お よび 地 表 面 の 加 速度応答ス ペ ク トル を 基に 、 応答ス ペ

ク トル 法 によ っ て評緬す る。
　表 層 地 盤 に つ い て は 、 せ ん 断歪 み γ か ら、逆 に 対 応 す

る入 射地 震動 の 加 速度応答 ス ペ ク トル S
匹n
、お よび地 震 動

増幅率 6sを求め る 。 地 表 面 の 加 速度応答 ス ペ ク トル S．s
は、入 射 地震動の 加 速度応答ス ペ ク トル Sss に表 層 地 盤

の 地 震 動 増 幅 率 G
．
を 乗 じて 、以下の よ うに 算定す る。

　　 S
． （r，h＝0．OS．γ）＝（；

s （Z 　v ）・馬 （r，カ＝ ｛LO亀γ）　　　　 （1）
　次に、木 造 建 物 の 耐 震性 能 を性 能等価加速度応答 ス ペ

ク トル S
。。 st

）tc換算す る。そ して、地 表 面 の 加 速 度応 答 ス

ペ ク トル と比較する 事で、木造建物 の 応 答 を予 測 し、 被害
につ い て 考察す る。以 下 に本 手 法 の 祥 細 に つ い て述べ る。

2．2　地表面加速度応笞 ス ペ ク トル

（1）表層地 盤へ の 入射地震鼬

　表層地 盤 へ の 入射地 震 動 は、表層 地 盤 下 層上 面の 露頭

波 と して設 定す る。 入射地震 動 は、荷重擣針
1）

に示 され て

い る ス ペ ク トル （減衰定数 5％ ）形状 を用 い 、S
轟1

と記す （図

2）。S。e は、最大加 速度 As 最 大速度 V とす る と、次式で

表わ され る。

・ ・一 臨：，  灘署  

　　　　　　　T．＝L6π
・YtA 　　　　　　　　　　　　（3）

加 速度応答ス ペ ク トル S 。e が
一

定値 を示す 上 限周 期 丁
。
は 、

A／V で 表 わ され る の で 、 本論で は、A／V をS，e の 周期 特 性

（卓越 周 期）を表わ す 指標 と し て用 い る。加 速 度 応 答ス ペ

ク トル S、B は、（2）式 に 示す よ うに Tc ＜ T の 領 域で は速

度応答 ス ペ ク トル が一
定とな り、最大速 度 V で そ の 振 幅

が 表 され る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 S

木

表屠地盤

艮

加遮度

ク ト’レ S
脚霧

‘r．R〕

セん断歪み γ

　
　
輔

　

り黙
S

 
（T，fi，

地 霞動増幅特性ら（r．γ｝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 τ
　 　 　 　 　 地義面加還慶

　 　 　 　 　 　 応 膂ス ペク トル S
露

伍 　γ｝

　 　 　 　 S
“ （7・r ）＝Sd（τ・γ，，eし‘T．　y｝Gs

囲誤 （，）

” ” 7 ” ” z ”肱 z 倣 〃 〃 入射触逮度

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 応箸スペ ク トル s
」
｛τ，γ⊃

　　　　 図 1 木造建物応答の 簡略 評価手 法

「
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（2）表層地 盤 に おける地震動増幅率 Gs

　まず、表層地盤 の 地震動増幅 率 Gsの 評 価を行 な う。地

盤モ デ ル は、一
様な表層地盤 と表層地盤 下 層 との 2 層地

盤 モ デ ル とす る。 こ こ で、表層 地盤 内 の せ ん断歪 み 7 は
一

定 と し、歪 み 依存性 は今津 ・福 武 モ デル （図3）3｝と大

崎 ・原モ デ ル 4）
の 2 種類 を考 え る。弾性 時 の 表層地盤 の

S 波速度 Vso、減衰定ta　hs
。
、密度 ρ 、

’
層厚 Hs、表 層地盤

下層 の S 波速度 Vss、減衰定数 hs、密度 ρ e と表わす 。 す

る と、弾性 時 の 1 次固有周 期 は 、Tse’ 4H！VSD、イ ン ピー

ダン ス 比 は、 Ctip
・Vso！ ρ s

’Vssとな る。

　次に
、 非線形時の S 波速度 Vs と表層 地盤 の 1 次 固有周

期 Tsは、剛性低減率 G／Go一γ 曲 線および Vso＝何 石の 関

係 式を用 い て、

　　　Fs（r）＝y．
・qr）1（も）ip

　　　r
．（γ）・r．。

1 （G（γy（  ｝　 　 　 　 　 （4）
と 表 わ され る。すな わ ち、非線形 時 の 表層 地盤 の S 波速

度Vs 、 ひ い て は表 層 地 盤 の 1 次 固 有周 期 が 、 せ ん 断 歪 み

v の 関数 と し て 表わ され る こ とが 分か る。

　
一方、表層地盤 の 地 震 動 増幅 率 Gsには、重 複反射 理踰

s｝に基 づ く伝達関数 を用 い る 。 非線 形時の 伝播 定数 p 、 イ

ン ピ
ー

ダン ス 比 a を用 い る と、Gs は 次式で 表わ され る。

　　ら 働 ・・’トs（響 ）・ ’吻 頭 響 ）1
　 　 　  

P（T ツ）E ｛
一

）・
・ ，・輸 ・… 樫 綴

”｝…

上式 よ り、 表層 地盤の 地震動増幅率も、せ ん断歪み γ で 表

わ され る。

〔3｝地 豪の 加速度応答 ス ベ ク トル の 踊 価

　本 論 文 で は、表層 地盤の 非線形性を表わすせ ん 断歪 み

γ か ら、それ に 対応 す る 表層 地 盤 下層 上 面 で の 加 速 度 応

答 ス ペ ク トル 値 S、．E を求め る。せ ん 断歪 み をγ とする と、
表廚地 盤で の 変位応答 は γ

・Hs とな る 。　 v
・
馬が、1 次 ．

固有周 期 Ts の 1質点系 の 最大変位応答に対応する と考 え、
変位応答 と加 速度応答 の 関 係 の 他 に 、 加 速度応 答 ス ペ グ

トル 低減率 Fhを用い れば、　S
。。コ

は 以下 の よ うに 略算す る

こ とが で きる 。

s
… c・…

’
v ・綱 一・烏ア・最為 ．

F
− ・輪 ・一歳 ・・）

こ こ で、等価 減衰定数 h
。s

は 、1 質点 系の 伝達関数 の 振幅

の 最大 値 1！2h
。 s

と 1次 固有周ra　Tsにお け る増幅率 Gs
エ
を等

値して、以 下の よ うに 表わ され る
S［

。

　　　 h，r（v）＃v2 ・Gn （v）　　　　　　　　　　　　 （7）

　　　G
翻 ω 冨G

。（T．
・　v）・lt｛1・s．7

・ig（v）＋eq・t （G’q 、Xγ）〕　　（8〕

　以 上 の 関係を用 い て 、表 層地盤 の せ ん 断歪 み v に応 じ

た 地 表 面で の加 速度応答値 S、s を算定する。すなわ ち、1

次 固 有周期 Ts で 表層地盤 の 等価 加遠度応答tSSneSと等 し

15
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図 3 歪 み依 存 性

い加速度応答 ス ペ ク トル S
嚊B

を求め 、 こ れ に地 震 動 増 幅

特性 Gsを乗 じ て 、地表 面で の 加 速度応答 ス ペ ク トル S
、S

を 求 め る （（D 式 ｝。

　なお、入 射地震動 の 加速度応答 ス ペ ク トル S．3 に応 じ

たせ ん 断歪み γ を求め る 際 に は、せ ん 断歪 み γ にっ い て

収 斂 欝算を行 な え ば良い
。

2．3　木造建物 の性 能 等価 加 速度応答ス ペ ク トル

　木造建物 の 応答評 価 は林 に よ っ て 提案され て い る性

能等価加 速度応答 ス ペ ク トル
D を 用 い る 。 性 能等衝 ス

ペ ク トル S
。eS

は 、 地 震 観測 記録 や 地 震荷重 の 加 速度 応 答

ス ペ ク トル S
． s と直接的 に 比 較可能 な よ うに 、建物 の 耐

震性 能 （耐力、変形性能）をそ れ と等 価 な加速度応 答 ス ペ

ク トル S。．s に換算 し た もの で あ る。
換算に お い て は 、 ま ず 、 復元力 特 性 の 骨 格曲線 を Bレ

linear 型 に 近 似す る。最大応答変形 角 R に 対応 した塑

性 の 程 度 を 表 す係数 D．は、降伏 変形 角 R を用 い る と、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　　　　　　　　　　　　　　　 ワ

Df（R）
＝RIRr と な る。ま た、建 物の 等 価 減衰 定 数 hetは 、

h“（R》＝02 ・〔トV廊 5｝←0．05 とな る e

最大応 答変形 角 Rに対 す る等価建物 固有周期 T。t と T
。 t

に 対 応す る性能等価加 遠度応答 ス ペ ク トル は 、 加 速 度

応答 ス ペ ク トル 低減定率 F を用い て 次式 で表され る。

　　　　る（凡c
，
》・2 π μ 」ろ

・R κ ジ 9 　 　 　 　 （9｝

Sa
。（R，（：，，h＃O．OS）＝e．

　t（M ，

・Fh（亀  ））m （；
、

・gl（P ・F、（igPt））｝（le》

　　　　　　 ただ し、μ
巴M ／M 　　　　　　　　（11）

　本検討 に おい て は、木 造 建 物 は 2 階建 て を 想定 し、等

価高さH．t＝4．5m の 1 質点系 （等価質量M
．
）に縮約する 。

復元 力 特性 は、既往の 木 造構 造要 素実 験 データベ ース
e）

・7） を参考に s 降伏変形 Rv＝！ノ100 の 完全 弾塑性 型 の 骨絡

曲線 で 表わす 。 降伏せ ん 断 力 係数 C
ワ
（＝Q／Mg ：Q

，
は 降伏

せ ん断力、Mg は建物総重量）は、　CiO ．　05、0．2 〜 1．O
まで は 0．2ず つ 変化 させ る。（11）式中の μ は 、p 　＝ O．75

と設 定 して い る。

3．表層地盤 の 地震動増幅 特性

（1）時刻歴 応答鰹析との 比較

　提案手 法に よる 表層地盤 の 地震動増幅 率評 価 の 精 度

を例 証す るた め、時 刻 歴 応 答解析 （SHAKE）か ら得 られ

る 地震動増幅特性と比 較す る 。 簡 略 評 価 手 法 の モ デル

化 （2層 地 盤 化 ｝の 影 響 も見 るた め 、時刻歴応答解析 で

は、層分割を行ない 6 層地 盤 と して モ デル 化 してい る。
入 射地 震動 は 、 加速度応答 ス ペ ク トル が Sasに 適合す る

よ うな模擬地震動波を 10泣 （継続時 間は i20s、位相特

性をラ ン ダム に 変化）作成す る。そ して、地 震動増幅率

Gs との 比 鮫 は、10 波を 入 射 させ た 場合 の 平均伝達関数

を対象 と して行 な う。

　得 られ た 地震 動 増幅 率 Gsを図 4 に 示 す。同図 中 に は 、
10波を用 い た 時刻歴 応答 解析 結 果 の 平均 （太 点線） の

他 に 、平均士 標準偏 差 （細 点 線 ） を 示 して い る。こ こ

で 、 表 層 地 盤 に っ い て Tso＝O．5s、　 a　o
＝0．3、　Vsu＝120m！

s、粘性土 大 崎。原 モ デ ル 、入 射 地 震 動 につ い て はA！V ＝ 8、
A＝ O．64 お よび 3，2m／st と して い る 。 図4 より、時刻歴応

答解析 の 地震動増輻特性を、簡略評価手法に よ っ て 概 ね

近 似 で き て い る こ とが 分か る。

（2） 入射 地 震 動 特性 の 彫響 （特 に、1次 固有 周期 の変 化）

　表層地盤の 地震動増幅率6sと、入 射地震動の 最大速度

V との 関係 にっ い で分析 す る。こ こ では、表 層 地 盤 の 地
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展動増幅率Gs を特徴づ ける指標 と して 、無 次元化 i 次固

有周期丁
5
／Tsoに着目する （（4）式 ｝。

　1 次固 有周 期 Ts／TSD と最 大速度 V の 関係 を図 5 に 示 す。
こ こ で 、表層地盤 は 砂質土、入 射地震動 の A／Ψは 8、16
と して い る 。

まず・1次 固有周 期T
、
／T

，。
は表 層 地 盤 の S 波速 度 Vs

。
に

よ う て も変化 す る が、最大速度 V を 160 ・V／Vsoと無次 元

化 す る と図 5〔a ）の よ う に な り、Vseの 影 響 を適 切に 補正

する事が で きて い る。

　次 に、表 層地 盤 の 弾性 1 次 固 有周 期 Tsoの 影響に っ い

て図 5 （b） に示 す。図示 した 結果 の うち、Tso＝0．2 の 時

に は、A！V ＝ 8の 場 合 と 16 の 場 合 と で 、最大速度 V と Ts／Tso
の 関係 に大きな差が見 られ る。た とえば、Ψ＝ O．4皿／s の 時、
A／V； 8の 場合T

，

＝ O．34（＜ T，0．63｝、A！V＝16の 場合T、
；O．45

（＞ TiO ．31）とな っ て い る。しか し、　A／V ＝ 8 の 場 合 で も、
V＝O．8m ／s と大きくなっ て 、 表層地盤が 長周期化 し、　Ts ＞

T
。
とな る と、A！V＝16 と同 じ曲線 上 に の っ て く る。 す な わ

ち、最 大 速 度 V と Ts／Tsoの 関係 は、表層地盤 の 非線形 時

の 1次固 有周 期 Tsと入 射地 震 動 の T
。
との 大 小 関係 に よ っ

て変化 して い る事が 分か る。

　そ こ で、1 次固有 周 期 Ts と入射地 震動の Tcの 関係を示

した図 5（c ）を用い て 、図 5 （b）の 結果を今
一
度考察す る。

Ts
。

【e．2s の 場 合 で み る と 、 Ts は V＝D．2 皿 ！s の 時 に A／
V＝16、V＝O．　Sm！s の 時 に A／V＝8 の 上 限 周 期 Te を越 えて

い る。図 5 （b） と対応 させ て 見て みる と、Ts ＞ T。の 場合

に、Ts／Tsoは、最大速度 Vに 関す る 1 っ の 曲線 （関数 ）で 表

わされ る こ とがわ か る。 ま た 、 Ts 〈 T。とな る 場合で も、
T

§
と T

。
の 差 が大 き くな い 場合（Tso＝O．　2s、　A／V； 16m ／s の

よ うな場 合）に は、Ts ＞ Tc の 場 合 との 誤 差は 小さい。

　図 6 に は、Ts ＞ Tc の 場 合に つ い て 、土 質種 別 、 歪み 依

存性 別 め 最大 速度 V と Ts！TSDの 関係 を 示 す。　Ts／TSD は、
土質種別 に よ る違 い は 見 られ る が、歪 み 依存性 の モ デ ル

化 に よ る違 い は殆 ど見 られ て い な い 。そ し て 、表層 地盤

の S波速度 Vsoが 160皿 ／s の 時の Ts！Tseを同図 か ら読 む と、

V＝O．4mls で は、砂 質 土 の 場 合 2．3 、粘性 土 の 場 合 1．6、
V＝O、8m／s では 、 砂 質土 の 場合 3．2、粘性土の 場合 2．6 と
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なっ て い る。なお、最大速度 V と Ts／Tsoの 関係 （た だ し、
Ts＞ Tcの 場合）は、次式を用い て 略算す る こ とが で きよ う。

　　　るω 鰯
＝1＋β α60・ytv

． ）
°s

　　　　　　　　　（12）

　　　　　　 （砂質土 ：β弓2．5，粃性上 β
雷1．25）

　
一方、1 次固有周期の 増幅率 G5

且
に つ い て も、　Ts／Tsoど

同様 に 最大速度 V と関係づ ける こ とが で き る （図 7）。た

だ し、
1
（8）式か ら も明 らか な よ うに 、 イ ン ピーダン ス 比

ao に よ っ て、増幅孥 GSiは 変化 し、α
o
が 小 さい ほ ど増

幅率 GStは 大 き くな る 。 なお、図に は示 して い な い が、土

質種 別 や歪 み 依 存性 に よ っ て も Gs
乙
は 変 化す る 。

4．木造建物の 応答および被害へ の影響評価

（D 検討内容

　入 射地震動特性 や 表 層 地 盤 の 地 震 動 増幅特性 が、地 表

面 の 加 速度応答 ス ペ ク トル 、つ ま り木 造建物 の 応 答 や被
害に 対 して、どの 程 度 影響す るか につ い て 検射を行なう

（図 8）。

　検肘 におい て は、まず表層地盤の 1次固有周期 Tso、イ ン

ピ
ー

ダン ス 比 α　o、S波 速度 Vso、表 層 地盤物性 、 入射地震動

の 周 期特性 A！V、最大 速度V を解析パ ラメーターと して、地

表面の 加速度応答 ス ベ ク トル S
．s

を算定す る 。 その 際、表

層地 盤 に つ い て α
e
＝O．4、Vso＝ 160m ／s

、 土質種 別 を粘性

土 （今 津 ・福 武 モ デ ル ）、入 射 地震動 に つ い て A ／
V ＝ 8，V ＝ O．4皿 ／s と し た 場合を基本 ケース と して い る 。

　
一
方、降伏せ ん 断 力 係 数 Ctを CiO ．05 〜1．0 の 範囲 で

変化 させ て、木造建物の 性能等価 ス ペ ク トル S．。S を算定 す

る。そ して、木造建 物 の 性 能等価加速度応答ス ペ ク トル S
、。s

と、地表面の 加速度応 答 ス ペ ク トル S
、s

の 交点 か ら、 木造

建 物 の 最 大応 答 変形角 R を評 価す る。以 下 では、各解析 パ

ラメ
ーターが R 値に及 ぼす影響を 考察す る事に なる。

｛2》 Vsoと α
o の 影響

　ま ず 、図 B （a ）， （b ）に は、各s 波速度 Vsoとイ ン ピーダ
ン ス 比 α o をパ ラメ

ー
タ と し て 得られ た 結果 に つ い て 示 す。

表 層地盤の 弾性時の S 波速度 Vseや イ ン ピーダ ン ス 比 α
。
が

異な る と、1 次 固 有周期 Tsや加速度応答 ス ペ ク トル S
、s

の

ピーク 値も若干 変化 してい る 。 しか し 、 加速度応答ス ペ ク

トル S
、s
、ひい て は S

．s
とS

幡
との 交点 と して 評価 され る木

造建 物 の 最 大応答変形角 R には 、 大 き な変化は 見られ な

い。従 っ て、S 波 速 度 Vseや イ ン ピーダンス 比 ae が
、 木造

建 物 被害に 与える影響は 大き くない と言 え よ う．

〔3》 Tsaと（A／V〕の影響

　次に、表層地盤 の 1 次固有周期 Tsoと入 射地震動の卓越

周 期（A／V）の影響 につ い て 分 析す る。まず、1 次固 有周期
Tsaに つ い て の 結果を図 8 （c ）に示 す。1次固 有周 期 Tsoの
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違い に よっ て、加 速度応答ス ペ クトル S
、Sは 大きく変化

し て い る 。 こ の ため 、
Cv＝ G．6 と耐力が 高い 木造建物の 場

合に は、最大応答変形 角が R； 1／30 〜 1！60 とば らつ い て

い る。しかし、C
，

が 0．2以下と耐力が低い 木造建物 の 場

合に は、最大応答変形 角 の 変化 は小 さ く 、 概ね RSt　1／30

となっ てい る。

　次に、Tso’O．2 と して 、入 射地 震動 の 卓越周期 （A／V》を

変化させ た 揚 合 の 結 果 を図 8（の に示 す 。 同図 よ り、A！

V＝ 12 〜20 と した の 場合の S
。 sに は差が 殆 ど見 られ ず 、　Al

V ＝ S　｛T　
，

＝ O．　63）と した場合の SeSの み、　T
。
よ り短周期側で

A／V ＝ 12 〜20 の 結果 と差 が 生 じて い る． こ こで 、 図8 （d）
に 示 し たケ

ー
ス の うち、A／V＝16，20 の 場合は T。＜ Ts、　A／

V＝ 8， 12 の 場 合 に は T
。

＞ Tsとな っ て い るが、　A／V＝ 12の 場

合の T
。
と Tsの 差 は約O．1 と小さい。こ の 事を念頭に S。s の

差 を木造建 物被害の観点 か ら考察 する と 、 表層地 盤 の 1次
固有周期 Tsoを変化させ た 場合 と同様、入射地震動の 卓越

周期（A！V）に よっ て は 〔Tc ＞ Tsの 場合）、耐力 Cyの 高い 木

造建物の 被害程度 に差 が生 じる場合が あ る と言え よ う。

〔4） Vや 表層地鍍物性の 影譽

　最後に 、入射地震動の 最大速度 V と、表 層地盤 の 歪 み依

存性 が 建物被害に 及ぼす影響に つ い て考察す る 。 ま ず、
Tso＝ e．　3、　A／V＝8，16 と し て、最大速度 V を変化させ た 場

合の 結果を図 8（e ）に 示す。木 造 建 物 の 最大応 答 変形 fi　R
は 、 最大速度 V と と もに 増加 し、木造建物の 耐力C

，
に 鬨

係せ ず、ほ ぼ一定 値に なっ て い る 事が分か る。また、表層

地 盤 の 土質種別 や 歪 み依存性 を変化させ た場 合の 結果を

図 8 （f）に示す。粘性土 と砂質土 とで は、地震動増幅率が

異なり、 粘性土 の 方 が 大 きな加 速麦応 答値 S
、s

を示 して い

る 。 そ の ため、粘性 土の 方が、耐力の 高い 木造建物 に被害

を生 じ させ る可能性が 高 くな っ て い る。

〔5） 建物被霄 へ の 影 響度の ま とめ

　以 上 をま とめ る と、以下の 事が指摘で きる。 木造建物の

応答 や被害に対 して、入射地震動の 最大速度 V の 影響が 大

きい 。 また 、 表層 地盤の 1次固 有周期や 土質翻 llの 違い に

よっ て、地 震動 増幅特性に 差が 生ず るが、建物被害の 観点

か ら見れ ば 耐力 Cy の 比 較的 高い 木造 建 物 の 被害に、よ り

顕 著 に影 響が 表 われ る と 考え られ る。さ らに 、木造建物の

耐震性を考え た場合 、 入射 地震動が 大 き くな る と木 造建

物 の Rは C に 関係 なく増大 して い く。こ の た め、耐力 向上

だ け を行 な う耐 震 補強 で は、必 ず し も被害牴減効果 を期

待 で きない と考え られ る。

5 ．まとめ

　本研究で は 、入射 地 震 動 特性、表 層 地 盤 の 地 震 動増 幅

特性 が、木 造建物 の応答 ・被害に及 ぼす影響 と、建物の 耐

震性能に よる被害の 違い に つ い て 検討 し た。検討に おい て

は、まず、木 造建物 を対象と した簡略的な地震応答評価手

法を提案 し 、 これ を用 い て上 記要因が木造建物被害に及 ぼす

影響にっ い て 考察を行なっ た。なお、提案手法は、表層地盤

と木造建物の 応答を、ともに応答ス ベ ク トル 法に 基づ い て 評

価 す る方法 で あ る。
　得 られ た主な結論 を以下 に列挙 す る。
1）表層 地盤 の 1次固有周期は 、入 射地震動の 卓越周期 との

　大小関係 に よっ て影響 を受ける場合もあ るが、概ね入射地

　震動 の 最大速度の 関数で 表 され る 。

2）表層 地盤 の 1 次 固 有周期や土質種別の 違 い に よ っ て、

　地 震 動増幅特性に 差が 生ず る が、建物被害の 観点か ら

　見 れば耐力の 高い木造建物 の 被害に 、 よ り顕著に影響
　が 表 われ る と考え られ る。
3》木造建 物の 応答や被害に対 して も、入射 地震 動 の 最大 速

　度 レベ ル が 大きく影響す る。そ して 、 最大速度レベ ル が 同

　程度で あれ ば、入 射地震動の 卓越周期 が木 造建物被害に

　及ぼす影 響は大 き くない と考 え られ る。
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